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暖かな春の光に照らされ、桜の花が満開のときを迎えている今日のよき日に、

令和５年度新潟県立村松高等学校の入学式を挙行するに当たり、同窓会長 浅

田光雄 様、ＰＴＡ会長 石本和美 様をはじめ、多数のご来賓、保護者の方々

のご臨席を賜りましたことに心から御礼申し上げます。 

 さて、ただいま入学を許可いたしました４８名の新入生の皆さん、入学おめで

とうございます。教職員、在校生一同、心から歓迎いたします。 

 

 本校は、明治４４年（西暦１９１１年）に新潟県立村松中学校として開校しま

した。新制高等学校として生まれ変わるなど幾多の変遷を経て今日に至り、この

間、２万１千人を超える卒業生を輩出し、地域の方々から愛され、期待されてい

る全日制普通科の高等学校です。 

また、１年前の４月には、村松高等学校の敷地内に、五泉特別支援学校村松分

校が開校いたしました。村松高等学校、五泉特別支援学校村松分校は、それぞれ

別の学校として教育活動を行っていますが、両校の交流の機会をさらに充実さ

せ、互いの生徒の成長につなげていきたいと考えております。 

村松高等学校の長い歴史の中、多くの若者がこの学校で学び、友情を分かち合

い、将来の生き方、在り方を考える貴重な時間を過ごしました。 

 新入生の皆さんも、多くの先輩たちのように、互いに切磋琢磨し、これから充

実した３年間を過ごしてほしいと願っています。 

 本日は、新入生の皆さんが高校生活のスタートラインに立つに当たり、お話い

たします。 

  

 １つ目は、「自分の目標を持つこと」です。 

 今日は入学式であるので、新入生の皆さんは、普段と違った気持ちで村松高校

にやって来たと思います。 

 どのような友だちができるのか楽しみにしていたり、あるいは逆に、新しい環

境になじめるか不安な気持ちがあったりする人もいるかもしれません。 

 いつもと違うという気持ちを、自覚している人もいれば、していない人もいる

と思います。 

 それは、今日がいつもと違う、始まりの日であるからです。 

 この始まりの日に臨んで、是非、自分だけの目標を立ててほしいと思います。 

 自分は将来、何々になるというような、大きな夢でなくてもかまいません。 

 例えば、今月はちょっと早起きして散歩してみようかとか、今週は家の掃除を

手伝ってみようとか、そういう些細なことでもよいのです。 



 小さな目標を１つ１つ積み重ねていくことが、自分に自信を持ったり、何かを

成し遂げるこつをつかんだりすることにつながります。 

 そうした些細な目標や努力の１つ１つが積み重なっていくと、いつか、自分が

思ってもみなかった大きな目標に届くときが来るかもしれません。 

 まずは、小さな一歩を大切にして、日々を過ごしてください。 

 

 ２つ目は、「言葉を大切に使うこと」です。 

 昔から、言葉には不思議な力が宿り、発した言葉通りの結果が顕れるとされ、

「言霊（ことだま）」とも呼ばれました。 

 たしかに、私たちは、誰かのふとした言葉で元気が出たり、逆に悲しい気持ち

になったりすることがあります。「言霊」というとやや大げさな気がしますが、

私たちは、普段から当たり前のように言葉の力を感じながら暮らしています。 

 昔の人が言ったように、言葉に物事を実現する力があるのなら、その言葉を大

切に使って、誰かを元気づけたり、慰めたりする力として使ってほしいと思いま

す。 

 皆さんも、ＳＮＳを通じた些細な書き込みが、友だちとトラブルになりがちだ、

ということは既に知っていることと思います。 

 私たち大人であっても、自分はそのつもりではなくても、思いがけないところ

で、誰かを傷つけてしまうことがあります。言葉は、使い方によっては、誰かを

追い詰める危険な道具にもなるのです。 

 今までの自分を振り返ってみて、そういう経験は無かったでしょうか。もし、

思い当たることがあったならば、今後は、ぜひ言葉を大切に使うように心がけて

ください。 

 穏やかな言葉や振る舞い、優しい思いやりは、きっと誰かを助け、皆さん自身

にも幸せを運んでくれるはずです。 

 

 さて、これからの３年の間には、思いどおりとはいかず、うまくいかないこと

もあるでしょう。初めてのことやチャレンジに失敗はつきものです。その時には、

私をはじめ、教職員一同全力で皆さんをサポートします。保護者の皆様や先輩方

など応援してくださる方々と力を合わせ、皆さんの成長を支援していきます。本

日の出会いをきっかけに、自分自身や周りの人たちの存在を大切にして、この村

松高等学校で互いに成長していきましょう。 

 

保護者の皆様、改めまして、お子様のご入学おめでとうございます。心よりお

祝い申し上げます。これからの高校生活は、まさに自己を発見し自分の将来像を

描く自立への旅となります。あるときは、人生の先輩としてきびしく、またある



ときは包み込むように温かく、見守ってください。私たち教職員も本日入学を許

可いたしました４８名の将来のために、全力で支援してまいります。 

 

結びに、ご来賓の皆様、保護者の皆様に、より一層の村松高等学校へのご支援、

ご協力をお願い申し上げるとともに、新入生４８名の皆さんにとって、この村松

高等学校での３年間が、夢と希望に満ちた実り多い高校生活になることを心か

ら願い、式辞といたします。 
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